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   Ｃ０２Ｆ  11/14     (2019.01)
   Ｃ０２Ｆ  11/12     (2019.01)
   Ｂ０４Ｂ   1/20     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  21/01     (2006.01)
   Ｂ０４Ｂ  11/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０２Ｆ   11/14     ＺＡＢＤ
   Ｃ０２Ｆ   11/12     　　　Ｚ
   Ｂ０４Ｂ    1/20     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   21/01     １０１Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月25日(2019.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汚泥性状を有する有機性汚泥に高分子凝集剤を添加し、
　前記有機性汚泥に、少なくともカルシウムから選択される金属類の濃度が２００ｍｇ/
Ｌ以下、硫酸イオン濃度が２００ｍｇ／Ｌ以下であって、かつ、ｐＨ４におけるカチオン
度が５ｍｅｑ/ｇ以上の有機凝結剤を添加し、
　前記高分子凝集剤及び前記有機凝結剤が添加された前記有機性汚泥を機械的に脱水して
脱水ケーキを得ることを特徴とする有機性汚泥の脱水方法。
【請求項２】
　前記有機性汚泥のＴＳに対して０．１質量％～３．０質量％の前記有機凝結剤を添加す
ることを特徴とする請求項１に記載の有機性汚泥の脱水方法。
【請求項３】
　前記有機凝結剤は、２５℃における原液の粘度が５０ｍＰａ・ｓ以上の液状であること
を特徴とする請求項１又は２に記載の有機性汚泥の脱水方法。
【請求項４】
　有機性汚泥の脱水に用いられる有機凝結剤であって、
　少なくともカルシウムから選択される金属類の濃度が２００ｍｇ/Ｌ以下、硫酸イオン
濃度が２００ｍｇ/Ｌ以下であって、かつ、ｐＨ４におけるカチオン度が５ｍｅｑ/ｇ以上
、２５℃における原液の粘度が５０ｍＰａ・ｓ以上である有機凝結剤。
【請求項５】
　有機性汚泥に高分子凝集剤を添加する凝集剤供給手段と、
　前記高分子凝集剤により凝集した前記有機性汚泥を濃縮し、濃縮汚泥を得る濃縮手段と
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、
　前記濃縮汚泥に、少なくともカルシウムから選択される金属類の濃度が２００ｍｇ/Ｌ
以下、硫酸イオン濃度が２００ｍｇ／Ｌ以下であって、かつ、ｐＨ４におけるカチオン度
が５ｍｅｑ/ｇ以上の有機凝結剤を添加する凝結剤供給手段と、
　前記有機凝結剤を添加後の前記濃縮汚泥が供給され、機械脱水により脱水ケーキを得る
脱水手段と、を有し、
　前記濃縮汚泥に、前記有機凝結剤を添加することにより、前記機械脱水で発生する石膏
スケールの生成を低減することを特徴とする有機性汚泥の処理装置。
【請求項６】
　遠心脱水機を具備する脱水手段と、
　汚泥性状を有する有機性汚泥を前記脱水手段へ供給する汚泥供給手段と、
　高分子凝集剤を前記脱水手段へ供給する凝集剤供給手段と、
　前記高分子凝集剤が添加された前記有機性汚泥に、少なくともカルシウムから選択され
る金属類の濃度が２００ｍｇ/Ｌ以下、硫酸イオン濃度が２００ｍｇ／Ｌ以下であって、
かつ、ｐＨ４におけるカチオン度が５ｍｅｑ/ｇ以上の有機凝結剤を供給する凝結剤供給
手段と、を有し、
　前記脱水手段は、前記有機性汚泥を前記高分子凝集剤で凝集すると共に濃縮し、更に前
記有機凝結剤を浸透させて脱水することを特徴とする有機性汚泥の処理装置。
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